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特集1

本会では、中小企業の労働事情を的確に把握し、適正な中小企業労働対策の樹立並びに今後の
労働支援に資することを目的に、毎年中小企業労働事情実態調査を実施しています。今号では今
年度の調査結果の一部を抜粋してご紹介します。

１．週所定労働時間
週所定労働時間について聞いたところ、県全体では「40時間」とする事業所が37.8％と最も多

く、次いで「38時間超40時間未満」が33.7％、「38時間以下」が18.3％となっている。

富山県における中小企業の労働事情について

■調査時点：令和5年7月1日
■調査対象：県内600事業所（製造業330事業所、非製造業270事業所）
■調査回答数：有効回答253事業所（回答率42.2％）

0% 20%

38時間以上

40% 60% 80% 100%

全国平均

県 全 体

製 造 業

非製造業

38時間超40時間未満 40時間超44時間未満 その他40時間

16.3

18.3

19.5

16.9 29.7 42.4 9.3
1.7

37.5 33.6 9.4

33.7 37.8 9.3

25.0 47.3 10.4
0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26

H27

H28

H29

H30

R１

R２

R３

R４

R５

38時間以上 38時間超40時間未満 40時間超44時間未満 その他40時間

11.9 36.4 40.2 11.5

14.9 37.6 35.3 12.2

14.3 40.6 35.0 10.1

16.5 37.6 36.2 9.7

17.5 40.0 33.7 8.9

18.6 34.2 38.1 9.1

18.5 38.2 38.2 5.0

17.8 36.6 40.4 5.1

18.3 33.7 37.8
0.8

9.3

18.1 36.4 39.3 6.3

週所定労働時間

週所定労働時間（県全体推移）
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２．月平均残業時間
従業員1人当たりの月平均残業時間について聞いたところ、県全体の平均残業時間は13.00

時間となっている。業種別の平均残業時間をみると、「運輸業」が26.87時間と最も多く、次いで
「化学工業」が23.67時間、「繊維工業」が18.50時間となっている。

7

8

9

10

11

12

13

14

15
（時間）

H26

10.02
9.89

9.75 9.83

10.27

10.79

10.76

11.64

11.18

9.90

11.11

10.47 10.40

12.21

11.26

8.53

12.36

10.41

8.01

10.30

9.20
9.48

10.14

10.83

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

10.67

9.97

11.51
11.70

13.00

14.67

県全体

製造業

非製造業

従業員1人当たり月平均残業時間

業　種　別 回　　答 
事業所数

月平均残業時間（％）
平均値 

（時間）０時間 10時間 
未満

10～20 
時間未満

20～30 
時間未満

30～50 
時間未満

50時間 
以上

全　　　国 13,508 1.1 39.9 30.5 17.0 9.5 1.9 14.14
富山県　計 201 1.0 46.3 29.4 16.9 4.0 2.5 13.00

製

造

業

製造業　計 113 1.8 46.9 32.7 14.2 2.7 1.8 11.70
食料品 18 － 66.7 16.7 16.7 － － 9.06
繊維工業 10 － 60.0 20.0 10.0 － 10.0 18.50
木材・木製品 5 － 100.0 － － － － 4.60
印刷・同関連 3 － 100.0 － － － － 5.00
窯業・土石 16 6.3 62.5 31.3 － － － 6.56
化学工業 3 － 66.7 － － － 33.3 23.67
金属、同製品 36 2.8 25.0 38.9 25.0 8.3 － 14.11
機械器具 12 － 16.7 58.3 25.0 － － 13.92
その他 10 － 40.0 60.0 － － － 8.50

非

製

造

業

非製造業　計 88 － 45.5 25.0 20.5 5.7 3.4 14.67
情報通信業 0 － － － － － － －
運輸業 23 － 21.7 17.4 34.8 13.0 13.0 26.87
建設業 27 － 59.3 22.2 18.5 － － 9.52
・総合工事業 7 － 57.1 14.3 28.6 － － 11.00
・職別工事業 6 － 66.7 16.7 16.7 － － 9.00
・設備工事業 14 － 57.1 28.6 14.3 － － 9.00
卸・小売業 26 － 53.8 26.9 15.4 3.8 － 10.50
・卸売業 17 － 47.1 29.4 23.5 － － 10.47
・小売業 9 － 66.7 22.2 － 11.1 － 10.56
サービス業 12 － 41.7 41.7 8.3 8.3 － 11.92
・対事業所サービス業 8 － 37.5 50.0 － 12.5 － 13.00
・対個人サービス業 4 － 50.0 25.0 25.0 － － 9.75
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３．年次有給休暇の取得日数
従業員1人当たりの年次有給休暇の取得日数について聞いたところ、県全体の平均は10.20日

で、昨年の8.99日から1.21日の増加となっている。
過去10年の推移をみると、令和元年までは大きな変化はみられなかったが、令和元年以降は増

加傾向となっている。

４．年次有給休暇の取得率
従業員１人当たりの年次有給休暇の取得率は、県全体では「50～70％未満」が38.1％と最も

多く、次いで「70～100％」が36.4％、「30～50％未満」が19.5％となっており、平均取得率は
61.3％であった。

県全体

製造業

非製造業

5

6

7

8

9

10

11

（日）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

6.57

6.81
6.70

6.23

7.41

7.16

7.31

7.16

7.55

7.31
6.79

7.62

8.54

9.11 8.98

8.23
7.43 7.23

7.15

7.43

7.64

8.59

9.20

8.77

8.99

9.66

10.20

10.65

6.91
7.91

30％未満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国平均

県 全 体

製 造 業

非製造業

30～50％未満 70～100％50～70％未満

8.9 19.8 34.5 36.7

6.1 19.5 38.1 36.4

6.5 15.3 37.1 41.1

5.6 24.3 39.3 30.8

従業員1人当たり年次有給休暇の平均取得日数

年次有給休暇の平均取得率（従業員1人当たり）
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５．新規学卒者の採用計画
令和5年3月の新規学卒者の採用計画について聞いたところ、県全体では「採用計画を行わな

かった」が65.6％と多くなっており、「採用計画をし、実際に採用した」が19.2％、「採用計画をし
たが、採用しなかった」が15.2％となっている。業種別にみると、製造業は「採用計画をし、実際に
採用した」と回答した事業所が23.1％と非製造業（15.0％）に比べ8.1ポイント多くなっている。

６．中途採用者の採用計画
中途採用者の採用計画について聞いたところ、県全体では「採用計画をし、実際に採用した」

が59.4％となっており、「採用計画を行わなかった」が32.5％、「採用計画をしたが、採用しなかっ
た」が8.0％となっている。業種別にみると、製造業は「採用計画をし、実際に採用した」と回答し
た事業所が65.1％と非製造業（53.3％）に比べ11.8ポイント多くなっている。

全国平均

県 全 体

製 造 業

非製造業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.4

19.2 15.2 65.6

23.1 14.6 62.3

15.0 15.8 69.2

11.9 72.7

採用計画をし、実際に採用した 採用計画をしたが、採用しなかった 採用計画を行わなかった

20% 40% 60% 80% 100%

採用計画をし、実際に採用した 採用計画をしたが、採用しなかった 採用計画を行わなかった

0%

全国平均

県 全 体

製 造 業

非製造業

47.9 13.0 39.2

59.4 8.0 32.5

65.1 4.7 30.2

53.3 11.7 35.0

新規学卒者の採用計画

中途採用者の採用計画
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７．賃金改定実施状況
令和5年1月1日から7月1日までの間にどのような賃金改定を実施したかについて聞いたところ、県

全体では「引上げた」が71.0％、「7月以降引上げる予定」が9.5％と合わせて約8割となっている。
「引上げた」と回答した事業所は、全国平均（58.1％）に比べ12.9ポイント多くなっている。

８．昇給額・昇給率
賃金改定について、賃金を「引上げた」もしくは「引下げた」と回答した事業所に1人当たりの改

定前後の所定内賃金を聞いたところ、賃金の引き上げと引き下げを相殺した平均昇給額（加重平
均）は7,132円、平均昇給率（加重平均）で2.82％となり、いずれも前年を上回っている。

引上げた 引下げた今年は実施しない（凍結）7月以降引上げる予定 7月以降引下げる予定 未定

全国平均

県 全 体

製 造 業

非製造業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58.1

71.0

75.8

65.8

9.5

7.6 5.3

11.7 11.7

8.3

17.7

9.9

9.8

10.0

12.3 11.0
0.3

1.2

1.5

0.8

0.6

平均昇給額 平均昇給率

0 0.0

1.0

2.0

3.0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（％）（円）

2.23 2.22

1.80

2.26

2.52
2.41

1.82 1.82

2.11

2.82

5,277 5,287

4,409

5,636
6,298

5,992

4,609
5,347

7,132

4,530

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

賃金改定実施状況

平均昇給額・平均昇給率（加重平均）の推移
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９．賃金改定の内容・決定要素
賃金改定について、賃金を「引上げた」もしくは「7月以降引上げる予定」と回答した事業所に賃金

改定の内容を聞いたところ、県全体では「定期昇給」が58.9％と最も多く、次いで、「基本給の引上げ
（定期昇給制度のない事業所）」が30.5％、「ベースアップ」が28.4％となっている。

また、賃金改定の決定要素についてみると、県全体では「労働力の確保・定着」が60.7％と最も多
く、次いで「物価の動向」が45.8％、「企業の業績」が41.3％となっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

定期昇給

基本給の引上げ
（定期昇給制度のない事業所）

ベースアップ

諸手当の改定

臨時給与（夏季・年末
賞与など）の引上げ

全国平均

県全体

前年度（R4）

52.6
58.9
59.3

35.2
30.5

28.8

25.6
28.4

18.6

16.0
15.7

13.6

11.4
8.1
8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

労働力の確保・定着

物価の動向

企業の業績

世間相場

賃上げムード

労使関係の安定

親会社又は関連会社の
改定の動向

前年度の改定実績

燃料費の動向

重視した要素はない

その他

59.5
60.7

54.9
45.0
45.8

19.2

49.4
41.3

29.5
28.4
27.5

18.4

17.6
21.4

17.6

3.7
8.0

6.0
11.1

8.0

5.6
5.0

0.0

1.9
0.5
2.2

2.7
3.0

6.6

15.9

25.4
6.6

56.0

全国平均

県全体

前年度（R4）

賃金改定の内容（複数回答）

賃金改定の決定要素（複数回答）

※前年度（R4）は「燃料費の動向」の項目はなかった。
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10．原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への転嫁状況
原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への転嫁状況について聞いたところ、県全体では

「価格の引上げ（転嫁）を実現した」が52.6％と最も多く、次いで、「価格引上げの交渉中」が24.7％、
「これから価格引上げの交渉を行う」が6.9％となっている。前年度と比較すると、「価格の引上げ（転
嫁）を実現した」と回答した事業所は、前年（24.3％）から28.3ポイント多くなっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

価格の引上げ（転嫁）を
実現した

価格の引上げの交渉中

これから価格引上げの
交渉を行う

価格転嫁はしてない
（価格変動の影響はない）

価格転嫁は実現しなかった

価格は引下げた
（またはその予定）

応対未定

その他

全国平均

県全体

前年度（R4）

49.5
52.6

24.3

19.7
24.7

27.9

7.0
6.9

15.1

9.7
3.6

8.9

4.0
3.2

6.8

0.4
0.4
0.2

8.2
6.1

14.4

1.5
2.4
2.3

原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への転嫁状況

労働事情実態調査の報告書については、他の調査項目を含めた詳細版、業種別、従業員
規模別の集計結果を下記の本会ホームページに掲載する予定です。

また、過去の調査結果についてもこちらからご覧いただけます。
https://www.chuokai-toyama.or.jp/chu/report-3.html

―  8  ―
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富山県内における今年度（令和５年４月１日以降）のものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業の
採択事業者は下記のとおりです。

　17次締切の公募要領は現在準備中（令和5年11月15日現在）のため、準備が整い次第ものづくり補助事
業公式ホームページ「ものづくり補助金総合サイト」に掲載される予定です。

　　　　　　　　ものづくり補助事業公式ホームページ「ものづくり補助金総合サイト」
　　　　　　　　　　　　　　HP https://portal.monodukuri-hojo.jp/index.html

中小企業庁では平成24年度補正事業から令和４年度補正事業において、中小企業・小規模事業者が設
備投資等に活用できる「ものづくり補助金」を実施しており、富山県内ではのべ約1,550の事業者が事業
に取り組まれました。

今回は「令和元年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助事業」に取り組まれた事業者
のうち、2事業者の取組みをご紹介します。

第14次締切　採択事業者（20事業者）（令和５年６月23日発表）

第15次締切　採択事業者（35事業者）（令和５年９月29日発表）

　　  ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金の採択事業者について

　　  ものづくり補助金　県内企業の成果事例

特集2

ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金の
採択状況と県内企業の成果事例

Ⅰ

Ⅱ

株式会社建技 有限会社南條鐵工所 有限会社佐藤鉄工所
株式会社ユーピーディー マタアス合同会社 株式会社グレースニット
道路施設株式会社 株式会社ヤハタセイコー 木村産業株式会社
勇晃内燃機工業有限会社 有限会社島岡商店 有限会社ティケー・パネル
北陸熔断株式会社 株式会社昌栄堂 有限会社放生若狭屋
城西ニット有限会社 株式会社速星精工 株式会社センティア
若鶴酒造株式会社 株式会社寺島研磨工業

株式会社匠技研 株式会社吉田商会 北川製油株式会社
岡本金属株式会社 株式会社カワベ 株式会社経塚組
ケーファクトリー株式会社 株式会社廣昌堂 有限会社三浦写眞工芸所
朝日化工株式会社 株式会社笹倉製作所 株式会社Ｔｅｃｋｅｎ
株式会社宝来 株式会社宏拓 テクノプラス株式会社
有限会社エイキ 株式会社丸米製菓 株式会社三幸
株式会社Ａ・ウオッシュ 有限会社高畑木工 株式会社ハイテック
株式会社北陸工営 株式会社酒井鉄工 小矢部繊維工業株式会社
かすや あいけん びょういん 株式会社野尻塗装店 ホクリク工房株式会社
富山鋼機株式会社 キュアコード株式会社 株式会社エスビーケー・トヤマ
株式会社セイアグリーシステム 株式会社奥村商事 横山冷菓株式会社
三晶エムイーシー株式会社
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オリジナルプリンを氷見の新名物に
作業標準化で生産能力と品質高める

手づくり、出来たての美味しさが味わえる「ひみぷりん」

会社の概要

　当社は平成27（2015）年、料理人
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然温泉浜辺の宿　あさひや」を開業
した。氷見島尾海岸を望むロケーショ
ン、地域食材を生かした割烹料理、
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を機に改装・設備投資を強化し、全
室リニューアルを行ったほか、露天
風呂付の離れ「別邸　月-tsuki-」を
新たにオープンするなど事業を拡大
してきた。

　また、宿のウエルカムスイーツとし
て提供していた手作りプリンからヒン
トを得て、氷見の新名物を作りたい
とオリジナルプリン開発に着手。全国
各地のご当地プリンの開発・監修を
手掛ける「プルシック」のオーナーシェ
フ・所浩史氏に監修を依頼し、氷見
をイメージしてプリンの上に青いラム
ネジュレ、その上に氷砂糖をのせて
味わう「氷ぷりん」などを開発した。
令和４（2022）年６月に氷見漁港場外
市場「ひみ番屋街」内にプリン専門
店「ひみぷりん」をオープン。高級
天然バニラビーンズや富山県産牛乳
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本事業における成果

「あさひや」離れの露天風呂

・商圏の拡大
・ブランド力の強化
・サービス提供プロセスの改善

取組分野宿泊業

補助金で導入したスチームコンベクション
オーブン

急速冷凍機で余熱取り、冷蔵凝固、
ジュレ製造を自動化 こだわりの素材でプリン生地を作り上げる

観光客や地元民の人気を集めている。

補助金事業の内容

　当社のプリンは手作り、出来たて
の美味しさが特徴で、原材料混合か
ら焼成、冷却凝固、ジュレ製造まで
小売店舗内で行う。試作段階の試算
では、目標販売量である１日400～
500個を生産するために総生産時間
175時間という膨大な時間が必要と
なり、手作業のみの生産では必要販
売数量を確保できないことが課題と
なっていた。特に火の通りを何度も
確認する必要があるオーブンでの生
地焼成や、その後の余熱取りに時間
がかかっていた。
　また、焼き上がりの美味しさを
キープするために冷凍保存を計画し
ていたが、従来使用していた冷凍庫
では冷却に時間がかかって氷の結晶
が大きくなり、生地が破損して品質
が低下することも問題だった。
　補助金の採択を受けて、最新鋭の
スチームコンベクションオーブンを導
入。これまでのオーブンによる焼成を、
スチームコンベクションオーブンによ
る飽和水蒸気を用いた自動焼成へと
移行した。そのほか、焼き上がったプ
リン生地が氷の結晶によって破損しな
いように素早く冷却するため、最新式
の急速冷凍機を導入した。

補助金事業の成果

　スチームコンベクションオーブン
を導入し、従来の赤外線による焼成
ではなく熱風と蒸気で焼成すること
により、当社が理想とするなめらか
なプリン生地を実現した。また、設
定した焼成条件で自動化することに
より、熟練度によらず誰でもプリン
生地製作が可能になった。
　最新鋭の急速冷凍機によって、氷
の結晶でプリン生地を破損すること
なく冷凍保存できるようになり、品
質劣化を防ぐことができた。また、
これまで時間がかかっていた余熱取
りに加えて冷蔵凝固、ジュレ製造ま
でをタイマー設定による自動化で１
工程に集約し、生産時間を短縮した。
　これらの取り組みにより、１ロッ
ト40個製造の場合に必要となる作業
時間を、従来の1050分から220分に短
縮することに成功した。最小人員で、

出来たての美味しさを提供すること
ができるようになり、１日1200個を
売り上げる人気スイーツに成長した。

今後の展望

　現在は主力の「氷プリン」のほか、
「なめらかプリン」、能登半島の塩を
使った「塩プリン」「塩キャラメルプ
リン」を常時販売している。これら
に加え、氷見産のいちじくや砺波産
のシャインマスカットなど富山の地
元産品を使って季節ごとの期間限定
商品も意欲的に開発、提供している。
　ひみ番屋街の店舗での販売のほ
か、全国の有名プリン店が集うイベ
ント「プリンアワード」など県内外
の催事にも出店。オンラインショッ
プでの販売も行い、オリジナルプリ
ンを通して氷見の魅力を全国に発信
している。「氷見に足を運びたくな
る、ここだけにしかない店」を目指
し、地域活性化への貢献を図る。

平成27年10月１日
池田　匠
氷見市島尾2195
TEL：0766-91-2045
https://www.himi-asahiya.com/
300万円
14人
プリン　ほか民宿旅館事業
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175時間という膨大な時間が必要と
なり、手作業のみの生産では必要販
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なっていた。特に火の通りを何度も
確認する必要があるオーブンでの生
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がかかっていた。
　また、焼き上がりの美味しさを
キープするために冷凍保存を計画し
ていたが、従来使用していた冷凍庫
では冷却に時間がかかって氷の結晶
が大きくなり、生地が破損して品質
が低下することも問題だった。
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入。これまでのオーブンによる焼成を、
スチームコンベクションオーブンによ
る飽和水蒸気を用いた自動焼成へと
移行した。そのほか、焼き上がったプ
リン生地が氷の結晶によって破損しな
いように素早く冷却するため、最新式
の急速冷凍機を導入した。
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を導入し、従来の赤外線による焼成
ではなく熱風と蒸気で焼成すること
により、当社が理想とするなめらか
なプリン生地を実現した。また、設
定した焼成条件で自動化することに
より、熟練度によらず誰でもプリン
生地製作が可能になった。
　最新鋭の急速冷凍機によって、氷
の結晶でプリン生地を破損すること
なく冷凍保存できるようになり、品
質劣化を防ぐことができた。また、
これまで時間がかかっていた余熱取
りに加えて冷蔵凝固、ジュレ製造ま
でをタイマー設定による自動化で１
工程に集約し、生産時間を短縮した。
　これらの取り組みにより、１ロッ
ト40個製造の場合に必要となる作業
時間を、従来の1050分から220分に短
縮することに成功した。最小人員で、

出来たての美味しさを提供すること
ができるようになり、１日1200個を
売り上げる人気スイーツに成長した。

今後の展望

　現在は主力の「氷プリン」のほか、
「なめらかプリン」、能登半島の塩を
使った「塩プリン」「塩キャラメルプ
リン」を常時販売している。これら
に加え、氷見産のいちじくや砺波産
のシャインマスカットなど富山の地
元産品を使って季節ごとの期間限定
商品も意欲的に開発、提供している。
　ひみ番屋街の店舗での販売のほ
か、全国の有名プリン店が集うイベ
ント「プリンアワード」など県内外
の催事にも出店。オンラインショッ
プでの販売も行い、オリジナルプリ
ンを通して氷見の魅力を全国に発信
している。「氷見に足を運びたくな
る、ここだけにしかない店」を目指
し、地域活性化への貢献を図る。

平成27年10月１日
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14人
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原料糸を整経、製織する装置

ユーザーファーストのECサイトに
受注システムを刷新し業務も効率化

防虫網の生産工場

会社の概要

　当社は、富山県内唯一の防虫網製
造会社として、昭和49（1974）年に
創業した。砺波市内の工場で50年に
わたり防虫網を主力として生産・販
売するほか、平成16（2004）年には
中国・大連に支社を開設し、建築資
材や商業施設で使われるアルミ形
材、かご車などの輸入販売を展開。
監視カメラのハウジング（筐体）の
製造・販売や会員制複合施設の運営
も手掛け、業容を広げている。
　主力の防虫網は製織から検反（検
査）、梱包、出荷までを一貫して自

社工場で行っている。技術面では最
新設備と長年蓄積してきたノウハウ
により、メッシュ数の高い加工を得
意としている。メッシュ数が高くな
るほど網目が細かく、防虫網は18
～ 20メッシュが一般的とされるな
かで、当社ヒット商品の「快適ネッ
ト」はメッシュ数33を採用。特殊加
工により外からは見えにくくしたも
のや、手入れが簡単なネットなど、
幅広い商品構成を展開して市場で高
い評価を得ている。

補助金事業の内容

　当社の防虫網部門は長年、法人向
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本事業における成果

・商圏の拡大
・ブランド力の強化
・IT利用活用

取組分野製造業

完成した防虫網ロール メッシュ数が高くなるほど網目が細かい

利用者の環境に合った防虫網を判定できるECショップ
「三恵ネットベストセレクション」のトップ画像

けをメインとして網戸専業、サッシ
の各メーカー、建材問屋などに供給
している。メーカーや市場のニーズ
に応じながら、売上を伸ばしてきた。
一貫生産体制で収益性も高く、これ
までの実績も生かせることから、新
たに小規模事業者・個人向け市場に
参入。平成28年に自社ECサイトを
開設し、翌29年には大手ECモール
にも出店した。
　当初は閲覧回数も少なく注文も１
日５件ほどにとどまっていたが、次
第に増加。しかし、自社開発のシス
テムでは手入力が多く、受注後のフ
ロー体制が整っていないことがネッ
クとなり、件数が増えるほど担当者
の負担が増え、担当者不在時は対応
が困難になるなど問題が生じた。ま
た、防虫網は関連部品を合わせると
約300品目あり、初めてのユーザー
が選択に迷うケースも多かった。補
助金の採択を受け、ユーザー・社員
ともに使いやすいシステムへ刷新を
図った。

補助金事業の成果

　まず当社WEBサイトのデザイン
を一新。トップページに事業者向け
と個人向けの２つの入り口を設置し
て、商品情報などもそれぞれに分け
て掲載することで、より的確なアプ
ローチが可能になった。
　個人向けでは、防虫網を取り付け
る部屋や気になる点を尋ねる簡単な

アンケートページを新設。ユーザー
の回答をAIが解析して、ニーズに
適した製品を数点提示する仕組み
で、防虫網の知識がなくても購入し
やすくした。
　受注後は購入者情報が顧客台帳に
自動入力されるほか、見積書、納品
書、サポートメールが自動作成され
る。出荷までの手入力の手間が省か
れて、誤入力もなくなり、業務の大
幅な効率化につながった。在庫管
理システムにもデータが転送され、
EC向けの在庫と一括管理できるよ
うになり、出荷までの流れがよりス
ムーズになった。
　また、WEB管理業務も改善され
て、特定の社員に偏ることなく、多
くの社員が携われるようになった。

今後の展望

　本事業では顧客アンケートページ
を開設するなど、閲覧ユーザー目
線で使いやすくしたWEBサイトシ
ステムを構築。自社ECだけでなく、

ECモールを含めたEC全体の販売体
制が強化された。アンケート結果と
購入者情報をAIが自動解析した販
売傾向などを、今後の品質向上や新
商品開発に役立てていく。
　業務の効率化が進み、各作業時間
が短縮されたことは、従業員の負担
やストレスの軽減といった働きやす
さにつながった。生産性も向上した
ことから、利益増加による賃金上昇
も見込んでいる。
　新型コロナ禍では感染防止対策と
して、窓を開ける換気が重要視され、
住宅設備の中でも端役的存在だった
網戸の注目度が高まった。また、ス
テイホームなどもあり、DIYで防虫
網の張り替えや補修を試みる個人
ユーザーは今後も増えると予想され
る。防虫網の業界では、商品をユー
ザーが望む単位で購入できるECは
珍しく、WEB販売網を最大限に活
用して、高品質な製品を全国各地へ
供給していく。

昭和49年３月15日
吉田 直人
砺波市東石丸276
0763-32-1036／ 0763-33-2217
https://www.sankei-n.com/
1,000万円
34人
防虫網、モヘア、商業施設部品、アルミ形材、
ネットワークカメラハウジング、会員制複合施
設運営
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にも出店した。
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が困難になるなど問題が生じた。ま
た、防虫網は関連部品を合わせると
約300品目あり、初めてのユーザー
が選択に迷うケースも多かった。補
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図った。
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を一新。トップページに事業者向け
と個人向けの２つの入り口を設置し
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て掲載することで、より的確なアプ
ローチが可能になった。
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る部屋や気になる点を尋ねる簡単な
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自動入力されるほか、見積書、納品
書、サポートメールが自動作成され
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れて、誤入力もなくなり、業務の大
幅な効率化につながった。在庫管
理システムにもデータが転送され、
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が短縮されたことは、従業員の負担
やストレスの軽減といった働きやす
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も見込んでいる。
　新型コロナ禍では感染防止対策と
して、窓を開ける換気が重要視され、
住宅設備の中でも端役的存在だった
網戸の注目度が高まった。また、ス
テイホームなどもあり、DIYで防虫
網の張り替えや補修を試みる個人
ユーザーは今後も増えると予想され
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ザーが望む単位で購入できるECは
珍しく、WEB販売網を最大限に活
用して、高品質な製品を全国各地へ
供給していく。

昭和49年３月15日
吉田 直人
砺波市東石丸276
0763-32-1036／ 0763-33-2217
https://www.sankei-n.com/
1,000万円
34人
防虫網、モヘア、商業施設部品、アルミ形材、
ネットワークカメラハウジング、会員制複合施
設運営

創 業
代　　 表
所 在 地
T E L
U R L
資 本 金
従業員数
取扱製品

会社データ
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和の心宿る木製建具を作り続けて80年
時代の荒波を提案力と人間力で乗り切る

祖父が創業、３代目を継ぐ
創業から80年、これまでの歩み
をお聞かせください。

　当社は1943（昭和18）年に祖
父が山崎建具店を創業し、木製
建具を製造・販売していました。
当時の建物は外部の窓や扉がす
べて木製。室内の襖や障子、衝
立などと併せて建具の比重が高
く、弟子が何人もいたと聞いてい
ます。２代目の父は建設会社や
住宅メーカーからも受注して仕事
の幅を広げて、木製だけでなくア
ルミサッシの販売、取り付けも始
めました。
　私は1990（平成２）年に入社
し、2008年に３代目を継ぎまし
た。高校時代は野球に打ち込
み、果たせなかった甲子園の夢
を監督になってかなえようと教

師を目指したこともあります。
ところが、大阪にある地元アル
ミメーカーの販売子会社に就職
が決まっていました。つてのな
いところで販売目標を達成する
のは容易ではなく、ぼろくそに
言われながらも、負けたままで
はいられない、と部品交換から
コツコツ積み上げて得意先を開
拓。５年勤めて最後は成績トッ
プを達成しました。住宅やビル
の幅広い製品・部品を取り扱っ
た経験は、家業に入ってからも
大いに役立ちました。

「動く×建具」で全国へ
「動く×建具」の開発や自社ブラ
ンドを立ち上げた背景にはどのよ
うなことがあったのでしょうか？

　アルミサッシの普及や住宅の
和室離れで木製建具の需要が
減少し、平成に入ると大手メー
カーの規格品が主流となり、同

業者が大きく減少していく厳し
い時代になりました。当社では、
表計算ソフトを用いた見積書等
のデータ化で業務の効率化を進
めたり、建具の製図化により提
案力を高めたりしながら、オリ
ジナル製品を扱う設計事務所と
のつながりを開拓していきまし
た。
　培ってきた技術を生かして、
スライディングウォールをはじ
めとする建具の新製品開発に力
を注ぎ、若手を中心に機能性と
デザイン性を兼ね備えた高品質
の製品づくりを目指しました。

「動く×建具」も若手の女性社
員が名づけました。間取りを用
途に応じて変更できるようにす
る可動間仕切りは、近年、住宅
や店舗、寺社仏閣、ホテル、商
業施設などに幅広く採用されて
います。特にリノベーションが
多い東京や大阪などでの需要が

東京都知事賞を受賞したガラス引き戸 自社ブランド「ＴＯ」のショールーム 社屋

経営者に聞く

株式会社山崎
代表取締役社長　山崎 睦典 氏

株式会社山崎は1943（昭和18）年の創業以来、木製建具や造作家具の設計、製造・販売を手掛けています。
培ってきた技術を強みに、赤坂迎賓館や護国八幡宮本殿などの重要文化財の修復に携わってきました。近年
はデザイン性と機能性を兼ね備えた「動く 　建具」が全国のホテルや商業施設などに採用され、実績を積ん
でいます。代表取締役社長の山崎睦典氏にこれからの目標と、理事長を務める富山県建具協同組合での取
り組みについて伺いました。

×
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高く、最近は大型の商業施設や
高級ホテルに関わることも増え
ています。北海道や沖縄からの
受注にも、基本、現地採寸から
施工までワンストップで対応。
2010（平成22）年には自社建具
ブランド「ＴＯ」を立ち上げて、
ショールームを開設しました。
新しい発想で建具の可能性を広
げていきたいと考えています。

建具屋の建具屋になる
社長としての15年を振り返り、
現在はどのようなことに注力され
ていますか？

　社長に就いて15年、意識して
取り組んできたことの一つが働
く環境の改善です。実は最初の
５年ほどは社員の意識改革が思
うように進まず、厳しく当たる
こともありました。外部コンサ
ルタントを通して、経営者の自
分こそが変わるべきと気づかさ
れました。以来、指示の出し方
や段取りを見直して戻り作業を
なくし、工場の整理整頓、社員
の多能工化を進めたことで、数
年後には残業や休日出勤をしな
くとも、それなりの売上や利益
を確保できるまでになりました。
今、目指しているのは「建具屋
の建具屋」になることです。最
新鋭の加工機を積極的に導入
し、最近は高さ３～４ｍの大型

建具用の設備投資を進めていま
す。この設備環境を生かして、
自社の建具だけでなく、同業者
の加工依頼にも対応できる体制
をつくり、地元や北陸の受注を
増やして業界の底上げにつなげ
ていきたいと考えています。
　引き戸は日本固有の扉であ
り、「引く」ところに日本の文化
や和の心を感じます。時代の変
化を受け入れて柔軟に変わりな
がらも、建具の伝統や技術を守
り後世に伝えていくのが役目と
思っています。修業中の長男も
１～２年後には戻る予定で、私
もあと10年は突っ走る覚悟です。

富山を建具の産地に
理事長を務める富山県建具協
同組合での取り組みについてお
聞かせください。

　1961（昭和36）年に設立され
て60年余り。最盛期に1,000を
数えた組合員は現在35人です
が、一人ひとりが技術を磨き、
安定して建具や木製品を製作し
ていくためのサポート体制づく
りに力を注いでいます。
　組合では2021（令和３）年にホー
ムページを開設しました。組合
員の分布地図を載せて、扉の補
修や襖・障子の張り替えなどで
困った方が、お近くの建具屋を
見つけやすくしています。分布

地図は組合員にとっても有用で、
例えば、地元から離れた工事先
でも何かあったときに最寄りの
組合員を頼ることができれば安
心です。横のつながりをつくる
きっかけにもなっています。
　現在、いち組合員ではこなせ
ないような大量の依頼があった
ときにも断らずに受注して、複
数の組合員で分けて製作してい
くシステムを構築しているとこ
ろです。日本各地の建具の産地
が消えていくなかでも、建具の
仕事は欠かせないものであり、
組合員それぞれの受注を増やし
ながら富山を建具の産地のよう
にしていきたいという思いがあ
ります。

適当だけど負けないゴルフ
休日はどのように過ごしていま
すか？

　富山にいる限りは毎日出社
して仕事をしていますが、ゴル
フがいいリフレッシュになっ
ています。運動になりますし、
プレー後の皆さんとワイワイ
お酒を飲むのも楽しい。ゴル
フの上達については、真剣に
なり過ぎないように、意識し
てセーブしている面もありま
す。でも基本的に負けず嫌い
ですから。適当にやるんだけ
ど負けないゴルフです。

やまざき・むつのり
1964（昭和39）年５月１日、小矢部市
生まれ。1985年、東京都立商科短期
大学卒業後、大阪にある三協アルミ二
ウム工業株式会社（現三協立山株式会
社）の販売会社を経て、1990（平成２）
年、有限会社山崎タテグに入社。1996
年、改組し名称を株式会社山崎に変更、
専務取締役に。2008年、代表取締役
社長に就任。2019（令和元）年、富山
県建具組合理事長に就任、現在に至る。
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中 央会いんふぉめーしょん

組 合紹介

組 合だより

組 合Q＆A

富 山労働局からのお知らせ

元 気印!  青年部・女性部　昭和30年代後半以降の高度経済成長期、中小企業の集団化による工場団地等が全国各地に造成され、生産性の向
上や公害問題の解消が図られ、飛躍的な発展を遂げました。集団化支援制度を活用した工場団地等は約800件にのぼ
り、半世紀以上が経過した現在でも地域産業の活性化に貢献しています。
　今回は、高岡市福岡町に立地する協同組合福岡金属工業団地さんを紹介します。

◆組合の沿革
昭和46年、技術革新の急激な進展や賃金物価等の高

騰、騒音・汚水等による公害発生など諸問題の解決に向
けて、西砺波郡福岡町（現：高岡市福岡町）にて工場団
地造成を目的とした組合設立準備会が発足。昭和48年３
月、高岡市内の機械金属製品製造業者13社が集結し、組
合を設立しました。
組合設立後、組合員複数社の倒産により高度化資金の

返済に支障をきたす事態に陥りましたが、組合員が一致
団結して危機を乗り越え、組合設立15周年と同時に高度
化資金の償還を果たしました。

◆各種事業実施による支援体制の充実
組合では、団地内の道路・用水路の整備や給排水設備

の管理を通じて組合員の生産活動を支えるとともに、組
合員企業の役員・従業員を対象とした各種研修会開催に
よる知識の向上、切手・収入印紙販売や労働保険事務組
合業務の実施による組合員の事務負担軽減、納涼祭・新
年会開催による福利厚生の充実を図っています。
近年では、組合パンフレットの作成やホームページ・

Facebookの活用を通じて、組合事業の実施状況や組合員
の各種情報を積極的に公開するなど、組合員の販路拡
大、信頼性向上にも貢献しています。

◆危機管理意識の醸成に向けて
団地の北部には小矢部川が流れ、南部には支流の黒石

川が隣接していることから、雨量が多い場合には工場が
浸水する恐れがあります。こうしたことから、組合員有志3
社と組合事務局が集い、防災・減災対策を取りまとめた
「連携事業継続力強化計画」を策定。今年度は組合員全
社が連携し、災害対応力の強化に向けた取り組みを行っ
ています。
また、定期的に開催している合同避難訓練の際は消火

訓練に加え、浸水被害に備え土嚢の製作に取り組んでお
り、組合及び組合員企業で備蓄するなど対策を図ってい
ます。

◆今後の取組み
高岡市が進める脱炭素（カーボンニュートラル）の実現

に向けた取り組みについて、組合が先行地域となりまし
た。今後も組合員一丸となって各種事業を推進し、組合員
企業の発展及び地域産業活性化に努めていきたいと考え
ています。

協同組合福岡金属工業団地さんよりこんにちは

組合名称	 協同組合福岡金属工業団地
設　　立	 昭和48年3月6日
所	在	地	 高岡市福岡町荒屋敷522番地
理	事	長	 梶川　豊司
組合員数	 13名
TEL　0766‐64‐3888　	FAX　0766‐54‐6669

組
合
概
要納涼祭の様子

土嚢作りを学ぶ組合員
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10月11日（水）、宮城県仙台市の仙台国際センター展示棟において、「第75回中小企業団体全国大会」
（全国中央会、宮城県中央会主催）が開催され、全国から中小企業団体の代表者ら約2,000名が参集し、
富山県からは12名が出席しました。
大会では、佐藤勘三郎・宮城県中央会会長が議長に選任され議事を進行し、中小企業・小規模事業者
等の危機的状況の克服、成長促進支援等の拡充、中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇
用・社会保険料対策の推進、中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備など13項目
を決議した他、優良組合、組合功労者等の表彰が行われました。
＜表彰受彰の方 （々富山県関係）＞
全国中小企業団体中央会会長表彰
【組合功労者】
・河合　幸弘　氏
　（富山県電機商業組合　理事長）
・福井　智一　氏
　（富山県パン・学校給食米飯協同組合　前理事長）
【中央会優秀専従者】
・藤井　弘恵　氏（本会工業支援課　主事）
　なお、第76回大会は、来年に福井県において開催される予定です。

第75回中小企業団体全国大会に参加しました

全国大会会場の様子

エネルギーや原材料価格の高騰が続く中、適切な価格転嫁によるサプライチェーン全体の共存共栄が求
められています。
本会では、中小企業・小規模事業者における公正・適正な取引及び適正な価格転嫁の実現に向けた機
運醸成を図るため「パートナーシップ構築推進事業」を実施しており、取引における価格交渉力の強化や、
取引先から選ばれる企業になるための企業価値の高め方等に関する研修会を開催しております。
令和５年10月31日（火）、高岡商工ビル（高岡市）におい

て、富山県鋳物工業協同組合を対象とした研修会を開催し
ました。
講師に㈱迅技術経営代表取締役	西井	克己氏をお招き
し「適正な価格転嫁に向けた交渉力強化への取り組み」を
テーマに、会社の利益を上げるための優先順位や原価計
算の手法について説明が行われました。
なお、富山県自動車車体整備協同組合、富山県金型協
同組合でも同様の研修会を開催いたしました。

パートナーシップ構築推進事業における研修会を開催しました

中 央会いんふぉめーしょん

組 合紹介

組 合だより

組 合Q＆A

富 山労働局からのお知らせ

元 気印!  青年部・女性部

研修会の様子
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中 央会いんふぉめーしょん

組 合紹介

組 合だより

組 合Q＆A

富 山労働局からのお知らせ

元 気印!  青年部・女性部

創立30周年記念祝賀会を開催しました

「会って、学んで、交わって。取り戻そう でんき元気！」
会員交流大会を開催しました

富山ネットワーク協同組合は、令和５年９月16日（土）ホテ

ルグランテラス富山にて、創立30周年記念祝賀会を開催しま

した。

祝賀会では、ご来賓、組合員あわせて52名が参加され、こ

れまでの組合事業活動の30年を振り返り、激変する経済・

社会環境に対応していくため、組合員同士の更なる結束を

誓い合いました。翌17日（日）には呉羽カントリークラブにて

ゴルフコンペを開催し、親睦をはかりました。

同組合は、県内の運送業者19名で組織されており、平成

５年に設立以来、備品等の共同購買事業、共同受注・共同配車事業を中心に事業展開しています。共同受注・共

同配車事業では、求荷・求車システムを活用しており、車両や荷物の状況をリアルタイムで把握することで輸送効

率の向上につなげています。

富山県電気工事工業組合は、電気工事業の中小企業者

の改善発達を図るための必要な事業を行い、公正な経済的

活動の機会を確保することを目的とし、組織の強化と組合

事業の活性化に取り組んでいます。

令和５年９月30日（土）、「会って、学んで、交わって。取り

戻そう	でんき元気！」をスローガンに、県下組合員および組

合関係者約180名が一堂に会し、富山市のホテルグランテラ

ス富山において、会員交流大会を開催しました。大会では、

総務省自治財政局財政課長の新田一郎氏を講師としてお招きし、「デジタル実装を通じた地域の未来」をテーマ

に、電気工事業界の将来に深い関わりをもつ５Ｇ通信についての研修会を行い、その後、長いコロナ下において失

われた交流の機会を再び取り戻すべく、組合顧問に就任していただいている国会議員、県議会議員の皆様ならび

に県下組合員による交流パーティーを開催しました。

富山ネットワーク協同組合

富山県電気工事工業組合

研修会の様子

―  18  ―



―  18  ― ―  19  ―

インボイスに対応しました

創立50周年記念式典・講演会、祝賀懇親会を開催しました

富山個人タクシー協同組合は、本年10月からのインボイス

制度開始に伴い、組合員74名全員が課税事業者となりまし

た。個人タクシー事業者の乗客は、６～７割を法人が占めて

おり、インボイスを発行できなければ、利用客が減少してしま

う可能性があると考えました。組合では、10月１日（日）から

インボイス対応の領収書を発行できるようにシステムを変更

するとともに、タクシーの車体と座席に「インボイスＯＫ！」と

記されたステッカーを貼付しています。

燃料の価格が高騰している中でのインボイス制度開始と

なり、事業者の負担は増えますが、一方で新型コロナウイル

スの影響がようやく落ち着きを見せ、富山県を訪れる観光客やビジネス客も増え、人の流れが戻りつつあります。

組合ではインボイスが発行できることを積極的にアピールし、利用客の増加に繋げていきたいと考えています。

富山県鍍金工業組合は、令和５年10月13日（金）ANAク

ラウンプラザホテル富山にて、創立50周年記念式典・講演

会、祝賀懇親会を開催しました。

愛知、岐阜、三重、石川、福井、富山の鍍金業組合によ

り、輪番制で例年開催している東海・北陸ブロック会議も併

催されたことから、記念式典では県内外から77名が参加さ

れ、永きにわたり業界・同組合の発展にご尽力された３名の

功労者が表彰されました。

式典終了後は、筑波大学名誉教授／島根県立大学客員

教授　中村	逸郎	氏を講師に迎え、「ロシアが引き起こす世界経済の構造変化－日露貿易の実態について」と題

し記念講演会を開催し、タイムリーかつ関心の高い内容に参加者は熱心に耳を傾けていました。

祝賀懇親会はシンガーソングライター・タレントとしてご活躍の高原兄さんによる余興もあり、盛大に開催されま

した。翌14日（土）には、呉羽カントリークラブにて親睦ゴルフ大会が開催され、参加者は交流を深めました。

昭和23年に同組合の前身となる「富山県鍍金工業会」を設立し活動を行ってきましたが、昭和40年代に入り著

しく変化する経営環境に対応していくため、積極的な事業展開を目指し、昭和48年に「富山県鍍金工業組合」とし

て法人化し50周年を迎えました。

富山個人タクシー協同組合

富山県鍍金工業組合

車内に貼られたステッカー

記念式典の様子

―  18  ― ―  19  ―



―  20  ―

Q
A

Q
A

創立70周年記念祝賀会を開催しました

令和５年10月23日（月）、ANAクラウンプラザホテル富山（富山市）にて富山県精密機械工業協同組合創立70

周年記念祝賀会を開催しました。

祝賀会には組合員のほか、㈱不二越、商工組合中央金庫をはじめご来賓を含め約90人が参加。これまでの組

合の歩みを振り返るとともに、ものづくりの技術と心構えを次代へ受け継ぐとともに、これまで以上に組合員間の

結束力を高めていくことを誓いました。

同組合は昭和53年、金融の円滑化を目的とした「不二越下請工場協同組合」として発足し、昭和58年に現名称

に改称。現在は、ベアリング部品、機械部品、自動車部品製造業など40社が所属しており、教育情報事業や福利

厚生事業を実施しています。

富山県精密機械工業協同組合

事業協同組合において、員外の理事が代表
理事になれるか？

理事長、専務理事がともに員外であ
る場合はどうか？

員外理事は、組合事業に専念できる者を得るために
設けられた制度であることから、代表理事になるこ
とは差し支えない。しかしながら組合は組合員のた
めの組織であることを考慮すると組合の長は組合員
のうちから選任されることが好ましい。

理事長、専務理事がともに員外理事である
ことは一般的には避けるべきであるが、特
別の事情でそれが組織運営に却ってプラス
となるのであれば、一概には排除すべきこ
とではないと考える。

　このコーナーでは、日ごろ中央会へ多く寄せられる事業協同組合等の運営に関する質問について回答とともに
紹介します。

中 央会いんふぉめーしょん

組 合紹介

組 合だより

組 合Q＆A

富 山労働局からのお知らせ

元 気印!  青年部・女性部

員外理事の代表理事就任について

斉藤理事長 あいさつ 記念祝賀会の様子
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富山県中小企業レディース連絡会

富山県中小企業青年中央会

組合女性部・女性経営者等セミナーを開催しました

第39回中小企業団体青年部富山県大会を開催しました

富山県中小企業レディース連絡会は、９月25日（月）、楽

土庵（砺波市）において、組合女性部・女性経営者等セミ

ナーを開催しました。

楽土庵は、築約120年の古民家をリノベーションした宿泊

施設とイタリアンレストランを併設するアートホテルです。セ

ミナーでは、楽土庵を運営する株式会社水と匠の代表取締

役を務める林口砂里氏に「旅する人と地域を再生する『リ

ジェネラティブ・ツーリズム』」をテーマに講演していただき

ました。同社は、人と自然がともに作り上げてきた土地の品

格を表す砺波地方に伝わる言葉「土徳」を伝えることをミッ

ションとして活動しており、宿泊施設とレストランを提供する

だけでなく、ツアー事業やオリジナル商品の開発・販売等も行っています。セミナーには組合女性部の会員18名が

参加し、講演後は林口氏の案内により、楽土庵の客室やラウンジ等の視察見学を行いました。

10月31日（火）、高岡市のスタートアップ支援の拠点施設

「TASU（タス）」において第39回中小企業団体青年部富山

県大会を開催し、県内の組合青年部の代表者19名が参加し

ました。

大会は二部構成となっており、第一部は、合同会社久遠	

代表	近江	清	氏を講師としてお招きし、「夢を追い越して」

と題して講演会を行いました。近江氏は、1989年に食品加

工事業などを行っている株式会社フォー・シーズン・ズに入社

され、1994年に代表取締役社長、2017年に代表取締役会

長を歴任、2020年に砺波市において合同会社久遠を設立

し、人々に美食・美酒・美談を提供するため、日本式道楽割烹	久遠を開業されています。

第二部は、青年部発表会を行い、会員組合の中から選出された６名がそれぞれ「自分自身の夢についてのビ

ジョンと未来」をテーマに、会社の理念や今後の事業展開についての発表を行い、最後に講師の近江氏から講評

をいただきました。

その後、高岡市内の飲食店に場所を移動して交流会を開催し、会員相互の情報交換を行い、交流を深め

ました。

視察見学の様子

発表会の様子

中 央会いんふぉめーしょん

組 合紹介

組 合だより

組 合Q＆A

富 山労働局からのお知らせ

元 気印!  青年部・女性部
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今年の3月より現在の仕事に就きました。わからないことだらけで大変でした
が、組合員の皆さんに助けていただき、ようやく慣れてきたところです。
入社して2ヶ月ほど経った頃、花と緑のフェルティバルというイベントがありまし
た。その中で「軽トラガーデンコンテスト」という催し物があるのですが、この軽ト
ラガーデンに私はとても感動しました。皆さんは軽トラガーデンをご存知でしょう
か？
軽トラガーデンとは軽トラの荷台の上に作られた小さな庭のことです。
そしてこの軽トラガーデンはなんと富山が発祥で日本各地に広まったそうです。
今年は11台の軽トラガーデンの出展がありましたが、一台一台、異なる美しさが
表現されていて本当に見ていて飽きませんでした。風情のある日本庭園や、まるで
ジブリの世界に入り込んだような庭園、軽トラの荷台の上なのに滝が流れ金魚が
泳いでいます。小人になりミニ庭園を散歩したいくらいでした。軽トラの荷台の上の小さな庭ですが、これは職人さ
んたちの技とセンスがたくさん詰まった芸術作品なのです。
私の自宅には庭はありませんが軽トラガーデンを見て、限られた狭いスペースでも工夫次第で素敵な庭が作れる
のだなと感じました。現在では管理も大変で庭じまいをされる方も多いと聞きましたが、窓から庭が見える、なんて
暮らしは素敵で憧れます。
普段、造園に触れる機会はなかなかないと思いますが、毎年春に行われる軽トラガーデンコンテストにぜひお越
しいただき、軽トラの荷台の上の美しいミニ庭園をご覧いただけたらうれししいです。

富山造園業協同組合

職員 原　雅美 氏

事務局ペンリレー 軽トラガーデンコンテスト

　木質ペレットや薪などの木質燃料を燃焼するとCO2を排出しますが、その量は樹木が成長する上で吸収す
るCO2の量と同じ量とされています。
　ストーブやボイラー等で木質ペレットや薪などを焚く時に排出されたCO2は森林や植物に光合成で吸収さ
れるため、全体として大気中のCO2の量はプラスマイナス「ゼロ」となります。
　このような仕組みは「カーボンニュートラル」と呼ばれ、近年SDGsの観点からも注目されています。

　建築用材等にならない低質な木材や、製材工場
の残材などは利用されなければ廃棄物となります。
しかし、これらがバイオマスエネルギーとして有効
活用されれば、廃棄物を減らし、化石燃料の消費
を減らし低炭素社会に貢献します。

（情報提供：南砺森林資源利用協同組合）

ほっと
一息 「カーボンニュートラル」で低炭素社会に貢献
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協同組合
富山県ハイウエイサービスセンター

・情　報　提　供　事　業
・福　利　厚　生　事　業
・高 速 道 路 別 納 事 業

・車 両 燃 料 斡 旋 事 業
・OA用紙共同購買事業

朝　 日　 重　 剛代表理事

〒930-0083　富山市総曲輪二丁目１番３号

TEL 076‐493-6717　　FAX 076-493-6718

URL：http://www.t-hsc.or.jp　　Mail：ths@t-hsc.or.jp
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